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社団法人日本栄養・食糧学会 

最終事業年度（平成 23 年 4 月 1 日 ～ 8 月 31 日）事業報告 
 

＜概要＞ 
 平成 23年度の学会運営上の重要課題とした「公益社団法人への移行」の対応のため、2月 25日に提出した申請書類に対する公

益認定等委員会事務局への説明及び委員会事務局からの指摘事項に基づく申請書類の修正を重ね、6月 1日に Web 上で最終申請を

行った。この間、5月 13日の総会にて、主として移行時の代議員の扱いを規定した「定款の変更の案(改定案)」を総会に諮り承認

され、総会議事録とともに申請資料の差し替えをおこなった。6月 23日に認定等委員会から認定の答申が出され、それに基づき、

平成 23年 9月 1日を登記希望日として公益認定等委員会へ申請書を提出、移行の準備を進め、社団法人としての最終事業年度の事

業報告を行うに至った。 

公益事業の展開において、栄養科学並びに食糧科学の振興と研究の活性化事業として、第 65回年次大会を関東支部担当（東京都

文京区：主会場・お茶の水女子大学、会頭・近藤和雄お茶の水女子大学大学院教授）にて開催した。支部事業においては本事業年

度期間中、４支部において、相応しいテーマのもとに支部大会およびシンポジウム等を開催した。国際的活動については、本学会

が主催する第 12回アジア栄養学会議（12thＡＣＮ、平成 27年に横浜市での開催を予定）に関して、組織委員会の分科会を中心に

検討を進め、広報業務の一環として 11thＡＣＮ(於：シンガポール)で宣伝活動を行い、順調に準備が進められている。 

栄養科学並びに食糧科学情報の活用推進と普及事業においては、引き続き日本栄養・食糧学会誌を効率的な編集方針のもとに定

期的に刊行（２号～４号）し、欧文誌ＪＮＳＶ誌刊行においても定期的に出版（２号～４号）した。 

今後の公益社団法人化に向け、各事業の推進に不可欠な財政基盤の安定化のため学会費の一部値上げを 5月の総会に諮り、承認

された。 

 

Ⅰ 会員の動き 

 
１）会員の状況（平成 23 年 8月 31 日現在） 

名誉会員    36名 

終身会員    132名 

正 会 員   3231名 

学生会員     751名 

団体会員    216団体 

賛助会員     56団体（68口） 

 

２）平成 23年度 8月末での物故会員（敬称略）  
終身会員：荒川 信彦、吉川 周子、米澤 大造、梶本 五郎 

正 会 員：有元 祥三、山﨑 妙子 

 

 ３）支部別 

会員種別 

 

支部名 

 

名誉会員 

 

終身会員 

 

 

正会員 

 

学生会員 

 

団体会員 

 

賛助会員 

[口 数] 

北海道支部 0 (± 0 ) 3 (± 0) 112  (－ 2) 35 (－13) 11 (－ 1)  1[1] (± 0) 

東北支部 0 (± 0) 6 (± 0) 183 (－ 4) 25 (－ 8) 13 (± 0) 0[0] (± 0) 

関東支部 20 (＋ 4) 51 (± 0) 1240 (－33) 247 (－25) 93 (－ 7) 43[55] (± 0) 

中部支部 5 (± 0) 13 (± 0) 379 (－ 7) 96 (－ 4)  25 (－ 4) 2[2] (± 0) 

近畿支部 5 (＋ 1) 39 (－ 3) 665 (－ 8) 187 (－ 7) 33 (－ 2) 8[8] (± 0) 

中国・四国支部 1 (± 0) 11 (± 0) 317 (－16) 101 (－12) 26 (－ 2)  2[2] (± 0) 

九州・沖縄支部 4 (± 0)  9 (± 0) 324 (－13) 60 (－ 2) 15 (－ 1) 0[0] (± 0) 

海外 1 (± 0) 0 (± 0) 11 (－ 1) 0 (± 0) 0 (± 0) 0[0] (± 0) 

合計 36 (＋ 5) 132 (－ 3) 3231 (－84) 

) 

) 

751 

 

(－71) 

) 

 

216 

 

(－17) 56[68] (± 0) 

  

（ ）内は平成 23年 3月 31日会員に対する増減を示す。（平成 23年 8月 31日現在） 
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Ⅱ 各種事業活動の推進報告 

＜栄養科学並びに食糧科学の振興と研究の活性化＞ 
１） 大会事業 
（１）第 65回日本栄養・食糧学会大会の開催（会頭 近藤 和雄 お茶の水女子大学大学院教授） 

平成 23年 5月 13日（金）～15日（日）東京都文京区 

＊招待講演  

 「Health Benefit Effects of Doenjanng,Korean Traditional Fermented Food, as a Functional Food」 

                                  Hong Soo Ryu（ＫＦＮ会長） 

 「Effect of Citronellol and the Chinese Medical Herb Complex on Cellular Immunity of Cancer Patients Receiving  

   Chemotherapy/Radiotherapy」                   Chin-Kun Wang（ＮＳＴ会長） 

＊特別講演 

 「新時代の栄養学」                        板倉 弘重（茨城キリスト教大学 

名誉教授） 

 「統合食品機能学―その分子論的基礎と将来展望」          阿部 啓子（東京大学大学院） 

 「医学からみた栄養学」                      寺本 民生（帝京大学） 

 「栄養学からみた医学」                      中村 丁次（神奈川県立保健福祉大学） 

＊教育講演  １テーマ、シンポジウム 12 テーマ 

 「機能性食品の現状および課題」                  辻 英明（岡山県立大学） 

 「血圧管理とナトリウム、カリウム、アルコール」          久代 登志男（日本大学医学部） 

 「生命のスーパーシステムと生存―生物進化から生老病死を診る―」  井上 正康（大阪市立大学大学院） 

 「糖尿病腎症における低蛋白食の治療学的意義」           宇都宮 一典（東京慈恵会医科大学） 

 「おいしさを数式であらわす」                   伏木 亨（京都大学大学院） 

＊国際シンポジウム 「Topics on Nutrition and Food Science in Human Health」 

 「Mechanism-driven Cancer Chemoprevention and Treatment Strategy Using Botanical Compounds 

                                  Jin H.Song（Medical University of 

                                            South Carolina) 

 「Physiological and Pathophysiological Roles of Adiponectin and its Receptors 

                                  Toshimasa Yamauchi（The University  

of Tokyo) 

 「CCAAT/Enhancer Binding Protein Beta(C/EBP β)Plays an Essential Role in the Pathogenic Mechanisms 

   Underlying Hepatic Steatosis,ER Stress,and Inflammation」    Shaikh M.Rahman (University of  

                                           Colorado Denver） 

＊シンポジウム 11テーマ 

＊ジョイントシンポジウム 1テーマ 

＊サテライトシンポジウム 1テーマ 

＊市民公開講座 1テーマ 

一般講演 699 題 

参加者数（登録者）2218名（内 非会員  544名） 

 

（２）支部事業  

①北海道支部 

＊日本栄養・食糧学会北海道支部評議員会(事業開催の打合せ等) 

平成 23年 7月 19日(火)北海道大学農学研究院１Ｆ Ｎ１０５室 

参加者 15名 

②関東支部 

＊第 87回日本栄養・食糧学会関東支部大会シンポジウム 

      平成 23年 7月 3日（土）関東学院大学 金沢八景（室の木）キャンパス 人間環境学部 E4-501 教室 

      シンポジウム「特定健診・特定保健指導制度開始から 3年が経過して」 

       特別講演 

「特定健診・特定保健指導制度の現状と課題」            古井 祐司（ヘルスケア・コミッティ(株) 

・東京大学医学部付属病院） 

       シンポジウム 

        「特定保健指導の現場から」                   青木 博（(株)ヘルスケアやまと） 

        「運動指導の様々な取り組み事例」                中村 由紀子（公益財団法人 世田谷 

保健センター） 

        「時間栄養学の視点から」                    柴田 重信（早稲田大学） 

        「テーラーメード型の健康指導」                 蒲池 桂子（女子栄養大学） 

      参加者 90名（内 非会員  77 名） 

③中部支部 

＊第 61回 日本栄養・食糧学会中部支部大会 

   平成 23年 7月 9日（土） 岐阜大学 応用生物科学部 101 多目的ホール 

公開シンポジウム「ペプチドが拓く健康科学の新しい世界」 



 

 

- 3 - 

    「神経調節ペプチド」                       大日向 耕作（京都大学大学院）                     

「血圧降下ペプチド」                       松井 利郎（九州大学大学院） 

「廃用性筋萎縮改善ペプチド」                   二川 健（徳島大学大学院） 

「消化管内分泌系調節ペプチド」                   原 博（北海道大学大学院）                  

    参加者数 106 名（内 非会員 62名） 

    ④中国・四国支部                                          

＊公開講演会 

平成 23 年 7月 23日（土） ピュアリティまきび 

特別講演「健やかな高齢者社会を生きる！」 

       「宇宙をつかうと暮らしが変わる：寝たきりによる筋萎縮の栄養学的予防法」 

二川 健（徳島大学大学院） 

       「食べ物と脳の働き：健全な脳機能のために！」           横越 英彦（静岡県立大学） 

「脳を鍛える運動の仕方」                     辻 博明（岡山県立大学）  

参加者数 60 名（内 非会員 38 名） 

⑤九州・沖縄支部 

＊公開講演会 

平成 23年 4月 23日（土） 長崎県立大学シーボルト校 

 市民公開講演会 

  「日本の開国と『特権都市』長崎」                 松尾 晋一（長崎県立大学） 

 参加者数  40 名（内 非会員  18名） 

 
２） 表彰事業および助成・助成推進事業 
（１）第１回各種授賞等選考委員会（5/21）：事業方針・スケジュールの確認 

（２）学会活動強化委員会活動は、学会活動強化費申請（3件）のメール審査を行い、修正等で再提出を求めたうえで全て承認 

（３）平成 23年度表彰授与式開催 

    ①平成 23年度受賞者 
功労賞（佐伯賞） 岡﨑 光子 沖谷 明紘 奥  恒行 

学会賞  下村 吉治 原   博 山田 耕路 

奨励賞   五十嵐美樹 井上  順 水品 善之 

    ②平成 23年度栄養・食糧学基金研究助成者 

     栄養・食糧学学術基金研究助成 古場 一哲 大和 孝子 

     栄養・食糧学特定研究基金 津田 孝範 

  （４）平成 24年度対象の３賞受賞候補者の公募、栄養・食糧学学術基金の助成対象者募集記事を学会誌４号に掲載 

（５）下記外部団体からの研究褒賞候補者推薦依頼・研究助成募集の周知を図る 

   ①研究褒賞候補者推薦依頼  

(財)飯島記念食品科学振興財団/飯島記念食品科学賞 (財)上原記念生命科学財団/上原賞 

(財)木原記念横浜生命科学財団/学術賞・特別賞 (財)内藤記念科学振興財団/内藤記念科学振興賞 
第一生命保険会社/保健文化賞 (独)日本学術振興会/日本学術振興会賞 

日本医師会/日本医師会医学賞 (社)日本看護協会/ヘルシー・ソサイエティ賞 

ネスレ栄養科学会議/論文賞 (財)日本農業研究所/日本農業賞 

福井県小浜市/杉田玄白賞 (財)三島海雲記念財団/三島海雲学術賞 

公益財団法人森永奉仕会/森永奉仕会賞  

   ②研究助成募集の周知              
(財)飯島記念食品科学振興財団 うま味研究会 

(財)エリザベス・アーノルド富士財団 (財)住友生命健康財団 

一般財団ダノン健康・栄養普及協会 公益財団法人 東洋食品研究所 

(財)内藤記念科学振興財団 日本医師会 

(財)日本科学協会 公益信託家政学研究助成基金 

公益財団法人日本食品化学振興財団 公益財団法人 ファイザーヘルスリサーチ振興財団 

(財)ホクト生物科学振興財団 公益財団法人 森永奉仕会 

やずや食と健康研究所 (財)山崎香辛料振興財団 

株式会社山田養蜂場  

（６）外部団体への推薦 

①公益財団法人三島海雲記念財団へ 

 各種授賞等選考委員によるメール審査の結果、１件を学会として推薦し書類を送付 

  （７）研究活動の奨励 

第 65 回大会時に下記関連学術集会を支援 

①第 44回油脂・コレステロール研究会の開催 

②第 10回 Hindgut Club Japan サテライトミーティングの開催 

③第 5回カルノシン・アンセリン研究会の開催 

④栄養学若手研究者の集いの開催 

⑤国際栄養を考える会の開催 
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３）栄養・食糧科学に関する研究・調査事業 

（１）栄養成分表示・栄養教育の検討 

(２）食品アミノ酸データベースの検討 
（３）栄養・食糧学用語に関する検討 

 
４）国際交流事業 
（１）Federation of Asian Nutrition Societies（ＦＡＮＳ） 

  ①ＦＡＮＳ Newsletter新版制作 

②７月にシンガポールで開催された第 11回アジア栄養学会議（ＡＣＮ）にて、本学会が主催する第 12回アジア栄養学会 

議(ＡＣＮ)の広報活動を実施 

    ③中国栄養学会とＭＯＵ締結（7/13） 

（２）Korean Society of Food Science and Nutrition(ＫＦＮ)、Nutrition Society of Taiwan(ＮＳＴ)等との交流 

① ＫＦＮのRyu 会長の第65回大会での招待講演 

② ＮＳＴのWang会長の第 65回大会での招待講演 

  
５）倫理審査事業 

（１）倫理審査事業のアピール（ホームページ） 

（２）本期間中の審査依頼件数０件 

 

＜栄養科学並びに食糧科学情報の活用推進と普及＞ 
１） 出版事業の推進 
（１）日本栄養・食糧学会誌 64 巻 2号～4号 

①2010年度 投稿論文  28 編 

②2011年度 投稿論文  25 編 

③発行状況 

 総説 報文 ノート  資料 動向 速報 講座 書評 計 

   64－2 1 2 1 0 0 0 0 1 4 

   64－3 2 3  0 0 0 0 0 5 

   64－4 3 1 １ 0 0 0 0 1 5 
 

④刊行状況 

 納 本 日 予 定 日 

  63－2 4月11日  4月10日 
  63－3  6月10日  6月10日 
  63－4 8月10日  8月10日 

 

 

（２）Journal of Nutritional Science and Vitaminology（ＪＮＳＶ） 

①編集状況 

   日本ビタミン学会との共同編集 Vol.57－No.2～No.4  

 

（３）学会監修出版物 

  ①「栄養・食品機能とトランスポーター」 竹谷 豊、薩 秀夫、伊藤 美紀子、武田 英二    建帛社 

 

２） 広報事業 
（１）報道機関向け広報 

第 65 回大会開催にあたり、報道機関へ事前に主なテーマについての発表の実施（5/6） 

  （２）会員向け情報の告知 

  関連学術団体、関連機関（大学・官庁等）からの情報、依頼記事（募集・告知等）についての広報推進 
    ①ホームページ管理業務委託業者を通じ、定期的に及び緊急的に情報を掲載 

    ②会員向けメールマガジン栄食ニュースは１回/月のベースで発信 

     2011-4(98 号 4/18)、2011-5(99号 5/9)、2011-6(100号 6/9)、2011-7(101 号 7/21)、2011-8(102 号 8/18) 

    ③国内学術団体からの事業関連の連絡・通知 

    ＊日本学術会議 

日本学術会議発行メールニュース（No.292～No.311）の周知 

⑥「食品成分表に収載された新規ビタミン・ミネラルの活用」の開催 

⑦第 19回スポーツ栄養学研究会の開催 

⑧「特定保健用食品の科学的特性」の開催 
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   ＊日本医学会 

シンポジウム等の開催周知協力 

 

Ⅲ 管理業務報告 
（１）文部科学省からの通知・連絡対応 

①「平成 24年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞及び若手科学者賞受賞候補者の推薦について（依頼）」 

（6/1 受理、6/15HP 掲載、7/13回答） 

         ②メール通知・連絡 

   ＊【情報提供依頼】被災者支援や震災復興の活動や寄附に関する情報について（4/19 受理、該当なしで回答せず） 

＊「被災地で実施される調査・研究について」（5/18 受理、5/23HP 掲載） 

＊【周知】「夏季の電力需給対策について」（5/19 受理） 

      ＊【周知】「東日本大震災により滅失・損壊をした公益的な施設等の復旧のための指定寄付金の取り扱いについて 

（6/16受理） 

 ＊【依頼】平成23年度（第 52回）科学技術週間について（1/26受理、6/14回答） 

＊【依頼】研究機関等における動物実験に係る体制整備の状況等に関する調査への協力について（7/8 受理、7/14 回答） 

＊【照会】平成 23年度教育・文化週間に関する行事について（8/1 受理、8/4回答） 

＊【周知依頼】サイエンス・インカレの開催について（8/25受理） 

（２）日本学術会議 

①日本学術会議発行メールニュース（No.292～No.311）の周知 

②生活科学系コンソーシアムへの参加 

（３）日本医学会 

①［ibunka・ml］の周知 

②日本医学会に関するアンケートの回答 

  （４）関連団体との共催、協賛、後援の許可 

・日本睡眠学会「第 36回定期学術集会と合同シンポジウム」 

・ダノン健康・栄養普及協会「第 13回ダノン健康・栄養フォーラム」の後援 

・日本キチン・キトサン学会「第 25回キチン・キトサンシンポジウム」の協賛 

・日本香辛料研究会「第 26回日本香辛料研究会学術講演会」の後援 

・日本食品・機械研究会「第 9回高付加価値食品開発のためのフォーラム」の協賛 

・(財）不二たん白質研究振興財団「大豆のはたらき in横浜－食を通して健やかな人生を－」の協賛 

・日本油化学会関東支部「2011 年度第 3回油化学セミナー」の協賛 

  ・日本アミノ酸学会「日本アミノ酸学会第 5回学術大会」の後援 

・東京大学総括プロジェクト機構総括寄付講座「食と生命」およびネスレ日本株式会社「食と生命のサイエンスフォ 

ーラム」の後援 

・(社) 米穀安定供給確保支援機構「平成 23年度 食育健康サミット」の後援 

 

Ⅳ 総会、理事会、評議員会等の開催状況 
（１）評議員会 

 

平成 23年 5月 13日（金） 8:30～9:20 東京 お茶の水女子大学 

（２）総会 
 

平成 23年 5月 13日（金） 9:30～10:20 東京 お茶の水女子大学 

  （３）理事会 
 

平成 23年 5月 12日（木） 15:00～17:00 東京 お茶の水女子大学 

平成 23年 7月 31日（日） 13:10～16:45 キャンパス・イノベーションセンター 

（４）役職理事会 
 

平成 23年 6月 12日（日） 13:30～15:30 キャンパス・イノベーションセンター 

平成 23年 7月 31日（日） 10:00～12:00 キャンパス・イノベーションセンター 

  （５）新公益法人制度対応ＷＧ打合 
 

平成 23年 6月 12日（日） 10:00～12:30 キャンパス・イノベーションセンター 

平成 23年 7月 23日（土） 15:00～18:00 学会事務局 

 

 

 

 

 

 


